
林試研報 Bull. Gov. For. Exp. Sta. No. 270, 1975 

林業労働者の作業適応に関する研究

一一C. C. No. と行動科学的側面からの考察一一

奥田吉春(1) ・辻井辰雄(2)

石井邦彦(3) ・辻 隆道(4)

Yoshiharu OKUDA, Tatsuo TSUJIl, Kunihiko ISHI! and Takamichi TSUJI: 

A Study on Job Adjustment among Forest Workers 

-Considerations from the viewpoint of C. C. No. and 

beha vioral science-

要 旨:森林作業シテテムを人間一機械系としてみた場合，作業システムが作業者にとって適応し，

調和のとれたものになっているかどうかは重要な問題である。

本報告の前半では，稲葉氏提案の C.C.No. を使い，森林作業者の動特性を応答の性質から定量的

に把握し，作業にかかわる各種の適応性を示す基準と対応させ， C. C. No. の妥当性をチェックした。

また後半では，仕事lζ対する態度や定着感などの広義の適応性を示す指標を外的基準(被説明変数〉

として，種々の要因をアイテム(説明変数〉とする数量化 I 類による分析を試みた。

その結果として， C. C. No. と種々の作業適応との関係はまちまちのようにもみられたが，集材機

の運転作業でばかなり一貫した傾向がみられ，制御能力を純工学的な考え方でとらえるととによって

も作業適応の科学的根拠になり得るととを示唆した。

また，後半の数量化による行動科学的側面からの分析では，安全態度を外的基準とするものを除い

て， C. C. No. は影響度の高い要国とはなり得なかった。ことでは，仕事への態度，職種，心理的ス

トレスなどの影響力が大きかった。

はじめに
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林業の作業現場では，各種の機械化が推進されてきているが，現場の作業システムを人間一機械系とし

てみた場合，労働の主体である作業者が，長期にわたり高度の労働生産性を維持でき，しかも安全に作業

ができるような労働環境の実現という乙とは，常に問題となるところである。つまり，作業システムが作

業者にとって適応し，調和のとれたものになっているかどうかという乙とである。

作業者と作業システムとの調和のための研究において，従来から一般的にとられてきたアプローチには

1) 装置の設計，改良のための研究

2) 作業の設計，改善のための研究

3) 人材の選抜，配置，教育の研究

4) 人間の管理(主として集団管理〉の研究

などがある。

乙の報告書のテーマは， í作業適応J としたが，乙れは，国有林の製品生産事業に従事する作業者を対
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象にして，現在の「作業システムピ適応性のある人間j の考察とともに，間接的ではあるが， I人聞に適

応した作業システム j2) になっているかどうかを検討したものである。

木報告書の全体的な構成を簡単に示すと，まず前段では，作業者の動特性を応答反応の性質から定量的

に把握し (C. C. No.)，作業にかかわる各種の指標と対応させる乙とによって，また後段では， 欲求， 動

機を加味した行動科学的な分析を通じて，作業の適応性に検討を加えている。

なお，乙の研究の実施にあたっては，数多くの方々のご尽力があった。とりわけ，東京大学生産技術研

究所の稲葉正太郎氏には，本報告書の前半で使用した c. C. No. について，有益なご教示をいただき， 作

業研究への問題意識を喚起して下さった。つぎに，早稲田大学理工学部横溝克己教授をはじめ，同大学院

生の諸氏には，動態研究会を通じて，乙の報告書に対する種々のど指導ご助言を賜わった。また，現地調

査にさいしては，関係営林局署の担当官各位に懇篤なるど協力をいただき，貴重な資料の提供をうけた。

さらにデーター処理では，調査部電子計算機室の川端幸蔵技官のご協力をえた。また最後になったが，上

田 実作業科長，渡部庄三郎作業第 2 研究室長にも種々のど協力をいただいた。

以上の方々にJむから感謝の意を表したい。

1.序論

1. 1 研究の目的と方向づけ

との研究は，林業労働の安全や能率に大きな影響を与える作業行動について，主として作業への適応性

という観点から分析を試みたものである。すなわち，林業労働における作業者の適応性についての，人間

の制御特性に主眼をおいた工学的立場からの考案とともに，一方からは広義の適応性ともいうべき行動科

学的側面からの分析である。

とこで， I適性j ， I適応性」という概念と，分析の視点との関係について若干述べておきたい。

まず， I適性J という概念がある。 I適性j という言葉は非常に多義的であって必ずしも一致した概念

にはなっていないが，つぎに述べる「適応性j の可能性を示す 1 つの潜在力であるという人もいる問。

一般に適性という考え方は， 2 つの極，すなわち一方の極に作業，他方の極に人間の能力を対置させ，

この 2 つの有効適切な結びつけを考えることを意味しており 23" 林業においても，種々の適性検査が心理

":> 学的な面や生理学的な面かり実施されてきた31)32)33)。しかしながら，適性を考える能力の側面は，①持っ

て生まれた先天的な素質，②経験による後天的素質という時代的推移を経てJ 最近では作業環境i 社会的

環境などに対する適応性の問題まで含まれるようになってきた50) 。

「適応性j の概念は非常に広義に解される場合が多く，適者生存在いう言・葉であらわされるような生物

学的順応も含めて，人間行動をすべての環境への適応とうけとることがある 17)。‘乙の考え方にまとラて，作

業の適応性を考えると，あらゆる作業環境への適応状態ということになるが，乙 ζ では，ー般に職業適応、

(occupational adjustment) あるいは職務適応 (job adjustment)37うといわれる概念ぐらいをひとま

ず考える乙とにした。

ところで，乙の報告書では，乙のような概念をあまり厳密には考えていない。こ乙では， I適性とは環

境変化に応じてうまく応答することである jl0112) として，作業と人閉めマッチングは，人間自身の頭脳

(判断〉と手足(行動〉の内部的マッチングの良否に左右されると~ç\ 亨考;え方元弓，人間の応答のメカニ

ズムをとおして適性次元の問題に焦点をあてている。乙れが第 1 の側面である。


































































